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１．研究計画の概要 

横浜・寿町地区及び周辺地域を事例として、
グローバリゼーションと再開発が都市イン
ナーエリアの変容、再編にいかなる影響を及
ぼしたのか、社会学的実証研究に基づき解明
する。まず、当該地域に居住する外国人の社
会状況を明らかにすることによって国際労
働移動の枠組みにおける日本の都市下層、イ
ンナーエリアの位置づけを明らかにする。次
に、インナーエリアの再開発・観光地区化（横
浜中華街・元町周辺地域、みなとみらい２１
地区など）が地域の社会構造におよぼした変
化について解明する。さらに、生活保護層、
高齢者層の人口動態、生活史を明らかにする。
以上を総合的に分析することで地域の再編
構造の解明に努める。 
 
２．研究の進捗状況 
 2007 年度以降の 3 年間で以下の各点につ
いて実証的データを収集した。（1）寿地区の
人口構成変化、特に高齢化と生活保護など福
祉サービス受給の状況。（2）寿町が、失業者、
ホームレスなど生活困窮者にとっての社会
的シェルター空間となっている状況とそこ
で長期間にわたって地域活動、市民活動を実
施している団体とその活動内容について。
（3）特に 2000 年以降に地域に参入し、活動
展開を図っている新たな地域団体、NPO の
組織構成、活動内容について。（4）行政、自
治体、新規流入した地域団体によるまちづく
りの取り組み状況について。 
 以上の収集データをもとにこれまで学会
報告、論文・図書執筆などを行った。 
３．現在までの達成度 
 ほぼ計画どおりの研究成果を達成してい

る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本年度は最終年度であるので、データの整
理、まとめの作業を行い、論文・報告書とし
て研究成果を公表する予定である。また、研
究対象地域の社会状況は変化し続けており、
そこで見られる事象を今後も調査、分析する
ことは、横浜全体の都市分析を進めていく上
でも非常に学術的意義があると考えている。
そのため、継続調査を実施する予定であり、
次年度科研費補助金の申請を予定している。 
 研究の方向性としては、（1）質的調査によ
って寿地区の社会構造分析を進めていくと
同時に、（2）横浜の都心部再開発にともなう
インナーエリア、貧困地区の地域変化といっ
た、よりマクロな枠組みの中で対象地区を位
置づけ、東京のみならず、欧米大都市との比
較研究の観点を構築したいと考えている。 
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